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第1,2行において,｢私たち｣すなわち第3行の ｢私｣と後に ｢あなた｣と呼ばれる ｢男｣ が
今,砂漠に来ていることとその理由が簡単に述べられるが,これはおそらく当局者の命令によるの
であろう｡




















いることは否めないけれども,Outhere-･以後においては ｢私｣ と ｢あなた｣ の根本的な相達
が次第に明らかにされる｡
｢あなた｣と一緒にいるにもかかわらず,いやむしろそれ散にこそ ｢私｣はいっそう淋しさを感
じる｡それは ｢あなた｣が迫り来る ｢危険｣な事態について何かと話題にしながら, ｢あなた｣白
身がその ｢危険｣の張本人であることに一向に気づいていないことによるのである｡ ｢あなたは危
険のことを口にし｣また ｢私たちは危急の際にお互いを思いやる人々のことを話す｣ けれ ど も,
｢あなたが私を見る目つきは危急の事態そのもののように私には見える｣のである｡ ｢あなた｣は
もや ｢私｣と同種の人間とは感じられない｡
最後の達において,｢私｣には ｢あなた｣がまるで人間とは思われない ｢乾いた熱気と力｣ を発
散しているように感じられる｡ ｢あなた｣の目は異星人の目のようである｡ その放つ光は ｢私｣に
退去を命ずる｡ ｢あなた｣は自身とはまるで無関係なことのように ｢危険｣について話すのである｡
リッチは男性詩人が政治詩を書く態度について Theenemyisalwaysoutsidetheself,the




なのは ｢あなた｣との相違を自覚しながらも ｢私｣も ｢あなた｣と一緒に ｢危険｣を推し進めてい



































































































冒頭の Tryingtotelyou-- は前の詩の余韻を留めているのであろうか○ ここにも意思伝達











メージと化し,｢私｣の気力を挫く｡ 人間の力 (mydecisions)にも自然の力 (thesunblazein
themica-vein)にさえも災いは及んでいる｡ そして当然のことながら,今日醒めようとしている
｢私｣の仲間の ｢あなた｣にも災いは及んでいる｡ しかしながら,｢あなた｣ への呼びかけに生き
ることへの切望がこめられている｡ 女たちの愛は深く重く,潜められている｡ ふたりの女は向き合























のになっていないことを示 している｡ この ｢たんす｣と ｢鍵｣はイプセンの劇中の ｢手箱｣とその
｢鍵｣を連想させる｡イプセンにおいては男が ｢手箱｣を,女がその ｢鍵｣ を持っており,十鍵｣
で ｢手箱｣を開けるならば男も女も死の眠りから醒めるのである｡ 一方,リッチの場合には冒醒め























































































最終部の t`hispoem'と o`urlives'(私たち女の生)は, s`omething'を言い換えたものではあ
るが,意味の点では I`writeout'に続けて読むこともできよう｡ すなたち, m`ylife'とは t`his
poem'に他ならず, t`hispoem'は 'ourlives'の表明であり, o`urlives'なくして m`ylife'はあ

















































先に挙げた "SnapshotsofaDaughteトin-Law"の2行は, これも DuPlessisが指摘している
ことであるが,イェイツのこの問いに対する答えと考えられる｡ m`onsters'はイェイツの詩におけ




"Incipience"に戻る｡ ｢男｣が抱く女性像と ｢私たち女｣ の現実の行動とは全く異なっている｡
｢私たち｣は夜ふけまで将来について語り合う｡
第2達においても ｢男｣の夢の場面が描かれる｡｢男｣ の神経症の原因は ｢私たち女｣ の冒醒め
が男に与えた強迫観念にあるのだろうか,それとも男性優位の競争社会がもたらすストレスにある
のだろうか｡おそらくその両方であろう｡ 仕事に専念しているこの外科医のメスは,おそらく女性
に対する ｢男｣の固定観念をくつがえすであろう｡ ｢男｣ の持っているアイデンティティをもくつ




最後の連では ｢男｣の昼間の行動の場面が示される｡ だが,これも ｢男｣が夢の中で見た自分の
姿なのかも知れない｡その仕草から孤独と空しさと幼稚さが感じられる｡ これに対 して ｢私 た ち
女｣は ｢女たちの自己実現を可能にする社会を作る必要性を感じ｣41),手を取り合い,つまずき,
まろびつつも,父権制の歴史が ｢傷跡をつけた岩なす火山｣を登ってゆく｡女ふたり0
この詩の中の w`e'は ｢私たちふたり｣であることが第2達の終りにおける e`itherofus'から
判明する｡リッチは後に自分がレスビアンであると表明し,女性同士の性的な愛と優 しさに満ちた
詩を書いているけれども,このふたりの女はやがて多くの女たちを結びつける ｢発端｣なのであり,
その愛は決して閉ざされたものではない｡
1970年代の初期に,女性の存在意義に対する女性白身の意識は急激に高まり,アメリカ東部の都
市では種々の運動が展開された42)｡ "AfterTwentyYears"(1971)から数行を引用 し,冒醒めた
女たちがたどる道と,20年後の彼らに思いを馳せることにしよう｡
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1tisstrangetobesomanywomen,
eatinganddrinkingatthesametable,
thosewhobathedtheirchildreninthesamebasin
wbokepttheirsecretsfrom eachother
walkedthedoorsoftheirユivesinseparaterooms
and月owintohistorynowasthewomanoftheirtime
livingintheprlmeOflife
asinacitywherenothingisforbidden
andnothingpermanent.
最終部の 'nothingisforbidden/andnothingpermanent'はリッチの今後の生への態度をも暗
示している｡彼女の詩もまた外からの規制を受けることなく,内からの意志に動かされて変革し続
けるであろう｡｢女たち｣の道は険しい｡
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